
 

 

 

 

 

 

くまもと雨庭パートナーシップ 

ロゴマーク使用ガイドライン 

 

 

くまもと雨庭パートナーシップ 幹事会  



 

 

はじめに 

 

当ロゴマーク使用ガイドラインは、ロゴマークを使用する際のデザインの規定や注意点を定めたもので

す。ロゴマークを使用する場合は、趣旨をご理解いただき、ガイドラインに従って正しくご使用ください。 

 

なお、ロゴマークが使用できるのは、ロゴマーク申請の許可を得た方に限ります。申請については「くま

もと雨庭パートナーシップ」のホームページならびに「くまもと雨庭パートナーシップロゴマーク使用規

程」をご覧ください。 

 

本ガイドラインは事前の通知もなく改訂される場合があります。 

本ガイドラインに関する問い合わせは下記お問合せ先までお願いいたします。 

 

 

「くまもと雨庭パートナーシップ」「あめにわパートナーズ」「あめにわ」の VI（Visual Identity）計画 

プランニング：東京学芸大学  環境教育研究センター 吉冨友恭 教授 

デザイン：東京学芸大学 美術・書道講座 正木賢一 教授 

 

お問い合わせ 

くまもと雨庭パートナーシップ 幹事会 

Email: kumamoto.ameniwa.partnership@gmail.com 

Website: https://www.kumamoto-ameniwa-partnership.com/ 
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ロゴマークの概要 

 

 

 

 

「くまもと雨庭パートナーシップ」 

 

造形要素の連なりは雨庭の活動の求心力や団結力をイメージ

しています。回り始めるように見える動的な輪の形は、循環す

る水や持続的に発展し続ける雨庭の活動を表現し、共創の場と

しての可能性をシンボリックに表現しています。 

 

 

 

 

「あめにわパートナーズ」 

 

雨庭に人々が集まり、協力し合う姿を描いています。雨庭の活

動を通して仲間が増え、流域全体で手を取り合って流域治水の

取り組みを進めていく力強さもイメージしています。 

 

 

 

 

「あめにわ」 

 

雨水に見立てた水色の「しずく」、グリーンインフラを象徴する

緑の「植物の葉」の造形要素を組み合わせ、そこに活動から生

まれる「豊かさ」を表現した黄色を取り入れて構成されていま

す。雨庭に携わる人々や集まる生きものたちが想起される造

形で、雨庭が育む多様な関係性を表現しています。 
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バリエーション 

 

基本はロゴマークとロゴタイプを組み合わせたものを用途に合わせてご使用ください。 

以下に定めた組み以外の組み方はしないでください。マークのみでご使用の場合は B をご使用ください。 

 

 くまもと雨庭パートナーシップ あめにわパートナーズ あめにわ 

A 

 

 

 

 

B 
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カラー規定 

 

用途に合わせてご使用ください。 

 

■有彩色：有彩色表現タイプはここで示されている色彩規定に従い表現してください。 

 

 

 

 

 

 

a b c 

   

C=85 M=40 Y=70 K=0 

R=12 G=123 B=98 

＃0A7B62 

C=68 M=7 Y=17 K=0 

R=51 G=190 B=219 

#33BEDE 

C=0 M=35 Y=79 K=0 

R=248 G=183 B=63 

#F8B740 

 

■無彩色：黒色（K100%）の無彩色表現タイプはここで示されている色彩規定に従い表現してください。 

 

 

 

 

 

 

 C=0 M=0 Y=0 K=100 

R=0 G=0 B=0 

＃000000 
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アイソレーション規定 

 

ロゴマークが他の表示要素に紛れたり、影響を受けて印象が薄くならないようロゴマークの周囲に適正な余

白を取って保護する必要があります。ロゴマークの周囲には文字や図形、パターンを表示しないアイソレーシ

ョンエリアを設けています。 
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禁止事項 

 
代表的な禁止例を挙げました。この他にも不明な点があればお問合せ下さい。 

 

 
 

 

縦横比を変更しない 変形させない 指定された色以外を使わない 

   

ロゴタイプの書体を変更しない 
保護エリア内に文字や図形 

などを入れない 
傾けて使用しない 

 

 

 

影を付けない バランスを変えない 位置を移動させない 

 


